























































































19 17 12 6 3 12 69
27.50% 24.60% 17.40% 8.70% 4.30% 17.40% 100%
（ 出 典 ） 武 蔵 野 市 企 画 政 策 室 市 民 活 動 セ ン タ ー
［ 2 0 0 4 ］，『 平 成 1 6 年 度 市 制 モ ニ タ ー 事 業  自 転
車 利 用 状 況 に 関 す る 調 査 結 果 報 告 書 』，武 蔵 野 市 ホ
ー ム ペ ー ジ ， 2 0 1 7 年 1 月 2 9 日 ア ク セ ス ，（ h t t p : / /  
w w w . c i t y . m u s a s h i n o . l g . j p / s h i s e i _ j o h o / p u b l i c _ c
o m m e n t / e n q u e t e / 1 0 1 0 7 4 6 . h t m l ）， p . 1 4 を 修 正 ．  
図 １  自 転 車 移 動 の 特 徴  
  
（ 出 典 ） 小 林  寛 ［ 2 0 1 3 ］，「 都 市 交 通 と し て の 自  
転 車 の 利 用 に つ い て 」，『 第 3 2 回 総 合 的 交 通 基 盤  
整 備 連 絡 会 議  （ 資 料 7 ）』， 国 土 交 通 省 ホ ー ム ペ ー  
ジ ､ 2 0 1 6 年 1 2 月 5 日 ア ク セ ス （ h t t p : / / w w w . m l i t .  
g o . j p / s o g o s e i s a k u / s o u k o u / s o u k o u - m a g a z i n e / r e n  
n r a k u 7 . 1 . p d f ）．  
図 ２  乗 用 車 移 動 距 離 帯 別 ト リ ッ プ 数 の 割 合  
 
（ 出 典 ） 上 尾 市 都 市 整 備 部 ま ち づ く り 計 画 課 編 ，
p . 1 7 ．  
（ 注 ） 全 国 の 乗 用 車 類 平 日

















19 17 12 6 3 12 69
27.50% 24.60% 17.40% 8.70% 4. 0% 17.40% 100%
（ 出 典 ） 武 蔵 野 市 企 画 政 策 室 市 民 活 動 セ ン タ ー
［ 2 0 0 4 ］，『 平 成 1 6 年 度 市 制 モ ニ タ ー 事 業  転
車 利 用 状 況 に 関 す る 調 査 結 果 報 告 書 』，武 蔵 野 市 ホ
ー ム ペ ー ジ ， 2 0 1 7 年 1 月 2 9 日 ア ク セ ス ，（ h t t p : / /  
w w w . c i t y . m u s a s h i n o . l g . j p / s h i s e i _ j o h o / p u b l i c _ c
o m m e n t / e n q u e t e / 1 0 1 0 7 4 6 . h t m l ）， p . 1 4 を 修 正 ．  
図 １  自 転 車 移 動 の 特 徴  
  
（ 出 典 ） 小 林  寛 ［ 2 0 1 3 ］，「 都 市 交 通 と し て の 自  
転 車 の 利 用 に つ い て 」，『 第 3 2 回 総 合 的 交 通 基 盤  
整 備 連 絡 会 議  （ 資 料 7 ）』， 国 土 交 通 省 ホ ー ム ペ ー  
ジ ､ 2 0 1 6 年 1 2 月 5 日 ア ク セ ス （ h t t p : / / w w w . m l i t .  
g o . j p / s o g o s e i s a k u / s o u k o u / s o u k o u - m a g a z i n e / r e n  
n r a k u 7 . 1 . p d f ）．  
図 ２  乗 用 車 移 動 距 離 帯 別 ト リ ッ プ 数 の 割 合  
 
（ 出 典 ） 上 尾 市 都 市 整 備 部 ま ち づ く り 計 画 課 編 ，
p . 1 7 ．  
（ 注 ） 全 国 の 乗 用 車 類 平 日

















19 17 12 6 3 12 69
27.50% 24.60% 17.40% 8.70% 4.30% 17.40% 100%
（ 出 典 ） 武 蔵 野 市 企 画 政 策 室 市 民 活 動 セ ン タ ー
［ 2 0 0 4 ］，『 平 成 1 6 年 度 市 制 モ ニ タ ー 事 業  自 転
車 利 用 状 況 に 関 す る 調 査 結 果 報 告 書 』，武 蔵 野 市 ホ
ー ム ペ ー ジ ， 2 0 1 7 年 1 月 2 9 日 ア ク セ ス ，（ h t t p : / /  
w w w . c i t y . m u s a s h i n o . l g . j p / s h i s e i _ j o h o / p u b l i c _ c
o m m e n t / e n q u e t e / 1 0 1 0 7 4 6 . h t m l ）， p . 1 4 を 修 正 ．  
図 １  自 転 車 移 動 の 特 徴  
  
（ 出 典 ） 小 林  寛 ［ 2 0 1 3 ］，「 都 市 交 通 と し て の 自  
転 車 の 利 用 に つ い て 」，『 第 3 2 回 総 合 的 交 通 基 盤  
整 備 連 絡 会 議  （ 資 料 7 ）』， 国 土 交 通 省 ホ ー ム ペ ー  
ジ ､ 2 0 1 6 年 1 2 月 5 日 ア ク セ ス （ h t t p : / / w w w . m l i t .  
g o . j p / s o g o s e i s a k u / s o u k o u / s o u k o u - m a g a z i n e / r e n  
n r a k u 7 . 1 . p d f ）．  
図 ２  乗 用 車 移 動 距 離 帯 別 ト リ ッ プ 数 の 割 合  
 
（ 出 典 ） 上 尾 市 都 市 整 備 部 ま ち づ く り 計 画 課 編 ，
p . 1 7 ．  
（ 注 ） 全 国 の 乗 用 車 類 平 日
の ト リ ッ プ を 対 象  
（出典）上尾市都市整備部まちづくり計画課編，p.17．
















































表 ２  自 転 車 走 行 空 間 の 種 類 と そ の 内 容  
























（ 出 典 ）国 土 交 通 省 道 路 局 ・ 警 察 庁 交 通 局［ 2 0 1 6 ］，
p p . 3 - 5 を も と に 作 成 ．  
 
る 。 こ れ は 、 2 0 0 7 年 1 0 月 に 全 国 の 自 治 体 か ら 募
集 し 、 全 9 8 カ 所 を モ デ ル 地 区 と し て 指 定 し た 5 。  
こ の 施 策 で は 、 自 転 車 道 と 自 転 車 専 用 通 行 帯 、
自 転 車 歩 行 者 道 （ 歩 道 ） の 3 種 類 の 通 行 帯 を 用 い
て 、 自 転 車 走 行 空 間 を 確 保 す る も の で あ る 。  
さ ら に 、「 自 転 車 走 行 空 間 を 効 果 的 、 効 率 的 に 整
備 す る こ と 6 」 で 、 自 転 走 行 空 間 と い う 「 線 」 を つ
な げ る こ と で 、「 面 」 に 広 げ る こ と が で き 、 自 転 車
ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い く 。  
自 転 車 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 の た め に は 、 歩 行 者
や 自 転 車 の 通 行 量 、 交 通 事 故 の 危 険 性 、 道 路 幅 員
の 状 況 な ど を 考 慮 し て い か な け れ ば な ら な い 。  
 特 に 、 我 が 国 の 道 路 状 況 か ら 考 え る と 、 道 路 幅
員 を 拡 張 す る こ と は 困 難 で あ り 、 安 全 で 、 快 適 な
走 行 性 を 確 保 し つ つ 、 車 道 、 歩 道 、 自 転 車 走 行 空
間 を 再 分 配 す る 必 要 が あ る 。  
 し か し 、 人 口 減 少 時 代 に 突 入 す る わ が 国 に と っ
て 、 自 転 車 走 行 空 間 整 備 の た め に は 、 道 路 幅 員 を
広 げ 、 走 行 空 間 を 配 置 す る 方 法 は 望 ま し く な く 、
交 通 需 要 を コ ン ト ロ ー ル し て 、 道 路 幅 員 と い う 既
存 の 資 源 を 再 配 分 し て い く 方 法 が 適 し て い る 。 そ
こ で 、 交 通 需 要 を コ ン ト ロ ー ル す る ロ ー ド プ ラ イ
























































３ ． 経 済 的 手 法 を 用 い た 交 通 需 要 削 減 策  
 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ と は 、 道 路 整 備 の 財 源 調 達
や 、 道 路 混 雑 解 消 の た め の 交 通 需 要 管 理 や 、 大 気
汚 染 や 騒 音 な ど 自 動 車 交 通 公 害 の 低 減 を 目 的 と し
て 道 路 の 「 通 行 」 に 対 し て 課 金 す る も の で あ る 。  
わ が 国 で は 、 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ の 事 例 は な い
も の の 、 2 0 0 1 年 1 0 月 か ら 川 崎 エ リ ア の 道 路 環 境
の 改 善 を 図 る た め に 「 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ 」
が 試 行 さ れ て い る 7 。  
 川 崎 エ リ ア で 実 施 さ れ て い る 首 都 高 速 道 路 株 式
会 社 の 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ は 、 図 ３ に 示 し た
よ う に 、 住 宅 ・ 商 業 エ リ ア を 通 る 横 羽 線 （ 大 型 車
交 通 抑 制 区 間 ） か ら 工 業 ・ 湾 岸 エ リ ア を 通 る 湾 岸
線 （ 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ 適 用 区 間 ） へ 大 型 車
を 誘 導 す る た め に 、 湾 岸 線 を 利 用 す る E T C 搭 載 の
大 型 車 を 対 象 に 割 引 を 行 い 、 通 行 料 金 に 格 差 を つ
け る も の で あ る 8 。  
 「 大 師 － 大 黒 ふ 頭 」 間 の E T C 搭 載 の 大 型 車 の 料
金 を 大 型 車 交 通 抑 制 区 間 と 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン
グ 適 用 区 間 の 比 較 を 例 に 、 そ の 効 果 に つ い て み て
み る こ と に し よ う 。ま ず 、横 羽 線 を 利 用 す る 場 合 、
大 型 車 交 通 抑 制 区 間 （ 横 羽 線 の 大 使 か ら 浅 田 ま で
の 区 間 ） と 大 黒 線 を 使 用 し て 1 3 . 7 K m（ 参 考 時 間 ：
1 4 分 ） の 距 離 を 走 行 す る 区 間 と な り 、 E T C 搭 載 の
大 型 車 の 料 金 は 1 , 4 4 0 円 で あ る の に 対 し て 、 環 境  
 
図 ３  川 崎 エ リ ア の 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ 区 間  
 
（ 注 ） １ ． 横 羽 線 ： 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ 割 引  
適 用 区 間 （ E T C 搭 載 大 型 車 ）  
２ ． 湾 岸 線 ： 大 型 車 通 行 抑 制 区 間   
（ 出 典 ） 首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 「 E T C 大 型 車 は 湾



































表 ３  首 都 高 速 道 路 と 産 業 道 路 の  
2 4 時 間 平 均 交 通 量 と 大 型 車 混 入 率  
 
（ 注 ） １ ． 平 均 交 通 量 （ 台 ） ＝ 総 走 行 台 キ ロ （ 台  
k m ) ÷ 総 延 長 （ k m ）．  
   ２ ． 大 型 車 混 入 率 は 総 交 通 量 に 占 め る 大 型  
車 の 台 数 の 割 合 ．   
   ３ ． 2 0 0 5 年 度 と 2 0 1 0 年 度 は 観 測 地 点 が 異  
な る た め 単 純 に 比 較 は で き な い ．  
（ 出 典 ） 国 土 交 通 省 の 平 成 1 7 年 度 と 平 成 2 2 年 度
の 「 道 路 交 通 セ ン サ ス 一 般 交 通 量 調 査 結 果 」 を も
と に 作 成 ．  
 
ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ 適 用 区 間 を 利 用 す る と 、 大 師
か ら 川 崎 線 と 湾 岸 線 を 通 る 1 7 . 7 k m（ 参 考 時 間 ： 1 5
分 ） の 区 間 で は 、 料 金 が 9 8 0 円 で 、 大 型 車 交 通 抑
制 区 間 （ 横 羽 線 ） を 利 用 す る よ り も 4 6 0 円 安 く 、
約 3 2 ％ 割 引 で あ っ た 9 。  
川 崎 エ リ ア の 環 境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ は 、 湾 岸
線 通 行 料 金 を 割 安 に す る こ と で 、 湾 岸 線 へ 大 型
車 両 を 誘 導 し 、 横 羽 線 の 道 路 混 雑 を 解 消 と 、 住 宅 ・
商 業 エ リ ア 周 辺 の 自 動 車 排 出 ガ ス 汚 染 の 環 境 改 善
を 図 る も の で あ る 。 そ こ で 、 そ の 効 果 に つ い て み
て み よ う 。  
表 ３ は 2 0 0 5 年 度 と 2 0 1 0 年 度 の 首 都 高 速 道 路
（ 湾 岸 線 お よ び 横 羽 線 ）と 産 業 道 路（ 川 崎 エ リ ア ）
の 大 型 車 の 2 4 時 間 平 均 交 通 量 と 、 そ の 総 交 通 量
に 占 め る 大 型 車 の 割 合 （ 以 下 、 大 型 車 混 入 率 と す
る ） を 示 し た も の で あ る 。 2 0 0 5 年 度 と 2 0 1 0 年 度
の 観 測 地 点 が 異 な る た め 単 純 に 比 較 は で き な い が 、
首 都 高 速 道 路 横 羽 線 に お け る 2 0 0 5 年 度 の 大 型 車
の 台 数 は 、 1 9 , 2 5 3 台 で 、 大 型 車 混 入 率 2 5 . 0 ％ で
あ る の に 対 し 、 2 0 1 0 年 度 で は 、 交 通 量 が 1 7 , 4 3 6
台 に 低 下 し 、 大 型 車 混 入 率 は 4 ポ イ ン ト 減 の
2 1 . 0 ％ と な り 、大 型 車 の 交 通 量 の 削 減 が み ら れ た 。 
 一 方 、 横 羽 線 か ら 大 型 車 を 誘 導 す る こ と に な っ







表 ４  各 国 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ の 効 果  
シンガポール ロンドン オスロ市 ソウル市

































（ 出 典 ） 東 京 都 環 境 局 「 海 外 に お け る ロ ー ド プ ラ
イ シ ン グ の 事 例 」 東 京 都 環 境 局 ホ ー ム ペ ー ジ ，
2 0 1 7 年 9 月 2 7 日 ア ク セ ス ，（ h t t p s : / / w w w . k a n k y o .  
m e t r o . t o k y o . j p / c l i m a t e / m a n a g e m e n t / p r i c e / c o u n
t r y / e x a m p l e . h t m l ） と 、（ 独 ） 日 本 高 速 道 路 保 有 ・
債 務 返 済 機 構 ［ 2 0 1 0 ］，『 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ に よ
る 渋 滞 緩 和 と 交 通 財 源 の 確 保 』 を も と に 作 成 ．  
 
3 0 , 5 6 1 台 で あ る の に 対 し 、 2 0 1 0 年 度 で は 2 9 , 9 7 3
台 と ほ ぼ 横 ば い で 、 大 型 車 混 入 率 に つ い て も 、
2 0 0 5 年 度 の 4 1 . 9 ％ に 対 し 、 2 0 1 0 年 度 は 0 . 8 ポ イ
ン ト 減 の 4 1 . 1 ％ と な っ て お り 、 大 き な 変 化 は 見 ら
れ な か っ た 。  
そ こ で 、大 型 車 が 産 業 道 路（ 県 道 東 京 大 師 横 浜 ）
に 回 避 し た 可 能 性 に つ い て み て み る と 、 産 業 道 路
に お け る 2 0 0 5 年 度 の 大 型 車 の 交 通 量 1 7 , 4 8 7 台 に
対 し 、 2 0 1 0 年 度 は 1 5 , 7 5 3 台 と 減 少 し て お り 、 大
型 車 混 入 率 に つ い て も 、 2 0 0 5 年 度 の 4 5 . 8 ％ に 対
し 、 2 0 1 0 年 度 は 3 . 1 ポ イ ン ト 減 の 4 2 . 7 ％ と な っ
て い る 。 し た が っ て 、 大 型 車 が 横 羽 線 か ら 産 業 道
路 へ 回 避 し て い る と も い え な い 。 こ の こ と か ら 環
境 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ に よ っ て 、 川 崎 周 辺 の 大 型
車 を 減 ら し た 可 能 性 が あ り 、 あ る 程 度 の 効 果 が 現
れ て い る も の と 推 察 さ れ る 1 0 。  
 環 境 プ ラ イ シ ン グ で は 、 大 型 車 の み の 対 象 車 両
と し て 、 通 行 さ せ た い 道 路 の 料 金 を 割 安 し て い る
が 、 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ で は 、 す べ て の 車 両 1 1 を
対 象 と し 、 通 行 さ せ た く な い 一 般 道 路 な ど で 料 金
を 徴 収 す る こ と に な る た め 、 価 格 イ ン セ ン テ ィ ブ
が 働 き 、 大 き な 交 通 量 を 削 減 効 果 が 期 待 で き る 。  
 そ こ で 、 通 行 量 を 課 金 す る 海 外 の ロ ー ド プ ラ イ
シ ン グ の ケ ー ス で 、そ の 効 果 に つ い て み て み る と 、
（出典）東京都環境局「海外におけるロードプライシングの事例」東京都環境局ホームページ，2017年9






























































表 ４ に 示 し た よ う に 、 概 ね 1 5 ～ 2 0 ％ の 交 通 量 削 減
の 効 果 が み ら れ た 。  
 こ の こ と か ら 自 転 車 走 行 空 間 構 築 の た め に は 、
対 象 と な る 路 線 に ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ を 実 施 し 、
自 動 車 の 交 通 量 を 削 減 す る こ と で 、 自 動 車 が 減 っ
た 分 の 車 線 を 自 転 車 に 再 分 配 し 、 自 転 車 走 行 空 間
を 整 備 す る こ と が 可 能 に な る 。  
 
４ ． 規 制 及 び 情 報 、 奨 励 的 手 法 を 用 い た 車 線 誘 導  
 自 転 車 の 安 全 で 、 快 適 な 走 行 環 境 を 確 保 す る た
め に は 、 規 制 及 び 、 情 報 、 奨 励 的 手 法 を 用 い て 自
道 車 や 自 転 車 を 走 行 車 線 に 誘 導 方 法 が 考 え ら れ る 。 
 こ の 方 法 は 、 川 崎 エ リ ア の 産 業 道 路 と 兵 庫 県 の
国 道 4 3 号 線 に 用 い ら れ て い る 情 報 、 奨 励 的 手 法
の 「 環 境 レ ー ン 1 2 」 を 自 転 車 走 行 空 間 （ 以 下 、 自
転 車 レ ー ン と す る ） の 誘 導 や 、 ド ラ イ バ ー に 自 転
車 レ ー ン の 存 在 を 周 知 す る 方 法 と し て 応 用 す る 。  
 仮 に 、 片 側 3 車 線 の 道 路 で ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ
を 実 行 し 、 交 通 量 の 削 減 効 果 が 表 れ た 場 合 、 図 4
に 示 し た よ う に 、 第 一 交 通 帯 を 自 転 車 の 専 用 レ ー
ン に 変 更 し 、 自 転 車 以 外 の 車 両 の 通 行 を 禁 止 （ 通
行 規 制 ） す る こ と で 、 片 側 2 車 線 の 車 道 と 自 転 車
走 行 空 間 に 再 配 分 す る こ と に な る 。  
そ の 際 、 自 転 車 の 利 用 者 だ け で な く 、 自 動 車 の
ド ラ イ バ に 対 し て も 自 転 車 専 用 レ ー ン の 存 在 を
周 知 す る 必 要 が あ る 。  
環 境 レ ー ン で は 、 ド ラ イ バ ー に 対 し て 、 さ ま ざ
ま な 方 法 を 用 い て 、 そ の 制 度 に つ い て 周 知 さ せ て
い る 。 こ の 方 法 は 、 自 転 車 レ ー ン に つ い て も 、 有
効 で あ る 。 た と え ば 、「 通 行 ル ー ル 」 の パ ン フ レ ッ  
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